
  

 

 

 

 

 

道徳授業地区公開講座を振り返って 
10 月 14 日（土）１・２時間目 

 1 時間目は、道徳資料から「愛情貯金をはじめませんか」という読み物を扱い、各クラスで話し合い活動や意見交

換を行いました。日頃のあいさつについて振り返り、これからどのようなことを大切にしてあいさつをしていきたい

かを考えました。各クラスの授業の感想を少しずつのせるので、みんなの考えをじっくり読んでみましょう。 

 

 

 

 

１組 

「あいさつは、自分も相手も励ます効果があることが分かりました。これからは自分から笑顔で積極的に友達にも先

生にもあいさつをしていきたいと思いました。」 

「あいさつをすると気分が晴れるから、恥ずかしがらずあいさつしていきたいと思います。」 

「あいさつがあるとないとの変化やあいさつをするときに気を付けていること、あいさつをすることの大切さを学べ

ました。」 

「これからは相手の目を見て元気にあいさつをしていきたいです。」 

「あいさつを交わしたあと、プラスの一言をかけることによって、相手とよりコミュニケーションがとれる。」 
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２組 

 

「人とコミュニケーションをとるためにこれからも恥ずかしがらずにあいさつを率先してしていきたい。」 

「あいさつをすると、気持ちの整理になり、気分がよくなったり、１日の始めから会話がはずんだり、相手と仲を深

める、コミュニケーションの１つとして大事な武器になる。」 

「あいさつをされた側は心が温まって嬉しくなるので、自分もどんどんあいさつしていきたいです。」 

「あいさつは笑顔で相手の目を見て言うとうれしくなり、また言い方を変えると悲しくなることがわかりました。」 

「最近、家族にあいさつをしていなかったので、しようと思った。」 

 

 

３組 

 

「あいさつをすることによって、その人が元気かどうかわかって安心感が得られることがわかった。」 

「私はあいさつをされることは多くても自分からはあまり言わないので、明日からは言われる前に自分からあいさつ

をたくさんしていきたいなと思いました。」 

「あいさつをして気分が変わるのはなぜかよく考えたことはなかったけれど、「話しかけてもらえたら HAPPY」など

いいことづくしだったので、これからもあいさつを続けたい。」 

「知らない人だけれど、地域の人にあいさつをされたことがあり嬉しくなれたので、地域の人にあいさつをするのが

難しいので、マンションに住んでいる人にあいさつをしたいです。」 

「いつも当たり前にするあいさつで愛情貯金ができるよう、した方もされた方も嬉しく、気分が明るくなるようなあ

いさつをしていきたい。」 

保護者の皆様へ 

先日は、お忙しい中、土曜授業・道徳授業地区公開講座をご参観いただき、ありがとうございました。日頃の生徒

たちの頑張る姿を見ていただき、嬉しく思います。今後とも引き続きよろしくお願いいたします。    



班の話し合いまとめ 
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 


